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 Dhakaのコレラ患者数	
 El Nino(東太平洋の海面水温変動) 

Rodo et al (2000)	



 雨季と乾季 
 プレモンスーンとモンスーン	



 Two peaks 
  Hot Summer Peak (Apr-May) 
  Late Rainy Season Peak (Aug-Oct) 

  Large interannual variability	



 生のデータには経年変動が入っている 
 環境要因と関係のない社会的変動含む/線形でない 

 長いタイムスケールの変動(Trend)を除く 
  Trend：5年間移動平均で定義	



有意な相関なし	

 ４月：３・４月の相対湿度と負の相関(99%有意) 
 ５月：１月の気温と負の相関(99%有意) 
 ４月患者数 vs ５月患者数：0.60(99%有意)	



 ８月・９月・１０月患者数ともに、８月の雨量と正の
相関(99%有意) 
 雨が多い→水の汚染→患者の増加？	



 大洪水の年は患者
数が増える 
  BWDB:50%以上 

 大洪水がなくとも降
水量と患者数は99%
有意な正の相関を
持つ	



 ８月のDhakaの雨量
を、入手可能な南ア
ジアの降水・河川水
の動向に位置づけ
直す 

 ６月から１０月の右
のパラメータの変化
に対する因子分析	

 Dhaka雨量 
 北東インド雨量 

  India Meteor. Dept. 

 河川流量 
  BWDB 

  Brahamputra+ 
  Ganges	



 第１因子 
 インド北東部とバングラデ
シュの８月の雨 

 バングラデシュへの８・９月
の河川流量増大（雨よりも
少し遅れる） 

 第２因子 
 バングラデシュの７月の雨 
 インドの降水や河川とは関
連しない	

local, 雨のみ	

regional, 河川含む	

「夏」の患者数と強い相関	

NEIS_Hと命名	







Rapid ENSO transition 
years	









Rapid ENSO transition year	
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Rapid ENSO transition year	
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Rapid ENSO transition year	
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Rapid ENSO transition year	



August	

Rapid ENSO transition year	

Trough の北上	

梶川さん	

西風の強化	



Rapid ENSO transition year	
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Rainfall in Aug.	
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Precursory Signal ?	


